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This thesis studies the historical change of Chinese demonstrative pronouns. It consists of four 
chapters.  
The first chapter introduces the motivation, the purpose and methodology of this study.  
The second chapter focuses on philological evidence of Chinese demonstrative pronouns in a 
diachronic perspective. Several classical texts, which represent the linguistic characteristics of Old and 
Middle Chinese, are surveyed, and we analyze the usage of demonstrative pronouns appearing in these 
texts. 
The third Chapter focuses on dialectal evidence of demonstrative pronouns based on the assumption 
that historical changes are reflected in the geographical distribution of synchronic forms. Since 
demonstrative pronouns are much diversified in terms of their forms, we classify and map them 
according to a consonant based analysis. Through observing the maps, we conclude that the oldest type 
was “ T(proximal) - K(distal)”, which later underwent the following changes : 1) T-K/TS-K > K-K 
>K-N；2) T-K/K-K > ∅-K；3) T-K/K-K/∅-K > N-K. These changes may have been motivated by the 
grammaticalization of numerals and classifiers as well as by analogy and homonymic collision, while 
some changes may have been triggered by the external influence of the northern types. 




































えば《論語》では 22 例中 2 例）、人称代名詞（二人称代名詞）として使われる頻度の方が高
い（《論語》では 22 例中 13 例）。中古になって変化が現れた。それは「爾」が遠称代名詞と















































類の Tは上古の「之」（上古音再構音 ȶǐə，平声）に遡る可能性があるが、南方方言における T
類近称の声調は上声多いことから（第三章 表 8 を参照）、その T は中古文献に現れる「底」
（中古音再構音 tiei，上声）に由来する可能性もある。以上のことから、南方方言における「T
－K」/「TS－K」類が古いと推定した。他の類型はこの二つの類型から変化したと考えられる。 
（1）T－K/TS－K ＞ K－K ＞K－N 
（2）T－K/K－K ＞ ∅－K 
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１） 近称 TS,T／遠称 K ＞ 近称 K／遠称 K  
２） 近称 TS,T or 近称 K／遠称 K  ＞  近称 Ø／遠称 K  (Øは母音始まり) 







めてである。１）の変化の結果生まれた近称 K／遠称 K のような体系は、同音状態に陥りや
すいが、母音や声調を変えることによって同音衝突を回避している。また、３）の変化につい
ては、変化の結果生まれた近称 K／遠称 Nが、北方系の近称 TS／遠称 Nと隣接して分布する
ことから、隣接する官話系方言の影響に因るものと推定している。このように、本論文は言語
地理学と文法化の双方から総合的な考察を加え、複雑な現象を合理的に説明することに成功し
ている。  
 本論文については、中国語方言文法の研究で顕著な業績のある中央大学の遠藤雅裕教授を外
部審査委員として委嘱し、論文審査報告書を寄せていただいた。遠藤教授は論文の内容を的確
にまとめた上で、「上述のような研究成果は実証的であり、高く評価できる」とされている。
しかし、同時に本論文の問題点も指摘している。それらは、変化の原因、プロセス、結果に関
わる概念の明確化、筆者が提示する仮説とは異なる可能性の追求、などに関わる。委員会では、
さらに文献テキストのチェックに周到さが必要なこと、また仮説に今後補強すべき点がいくつ
かあることなどが指摘された。しかし筆者は大きな研究テーマに立ち向かい、膨大な作業の基
礎の上に、国際的な評価にもたえうる視点と仮説を提示している。因って、審査委員全員の一
致を以て、博士学位論文として申し分ないものと判断したので、ここに報告する。 
